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色校正について
色校正は、本生産前に印刷物で色の最終確認を行う行程です。
今回は、色校正を行う理由と方式（種類）のご紹介をいたします。
色校正は、本生産前に印刷物で色の最終確認を行う行程です。
今回は、色校正を行う理由と方式（種類）のご紹介をいたします。

第    回1010

校正専用の大判インクジェットプリンターで印刷する方式。コストを抑えたい、
色味にシビアではなくある程度の色の確認ができれば良いという案件に。

他の方式に比べて短納期で安価
用紙・インキ・印刷方式は
本生産時と異なる為厳密な
色味の確認は出来ない。

本生産時と同じ用紙・インキを使用
する為、実際の印刷に近い仕上がり

校正専用の印刷機で印刷する方法。最も一般的な色校正になります。
色味を重要視する、実際の用紙に印刷した物が見たいといった場合に。

オフセット印刷機で印刷する方式。色校正の段階で忠実な色再現を求められる
タレント物やキャラクター物等の色味に非常にシビアな案件に。

　　 カラーカンプ・モニタ（ディスプレイ）と印刷物の色の認識ズレをなくす
データ入稿の際にいただくカラーカンプは、本生産時の印刷機とは印刷方式・インキが異なり、再現色域の範囲が広いインクジェット等で出力された
物が多く、本機印刷よりも綺麗に出力されているので最終的な印刷物との色味に差が生じます。また、モニタで見る色【RGB】と  印刷で見る色【CMYK】も
発色方式の違いにより当然異なります。このような色の認識ズレをなくし、本印刷時の色を正しくご確認いただく為に色校正を行います。

　　 目標とする色がある
「この商品の色をこのサンプルの色に近づけたい」というように色補正の
ご依頼がよくあります。この場合、まずモニタ上で色補正を行いますが、
補正の結果を確認するために必ず色校正を行う必要があります。

　　 用紙の種類によって仕上がりが違う
同じデータ・同じ印刷機・同じインキで印刷したとしても、用紙の種類が
変わるだけで色味に差が出る事が多くあります。特に、ホイル紙や風合いの
ある特殊紙を使用する場合には色校正が必須になります。
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色校正を行う主な理由
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オフセット印刷機より使用する用紙
も少なく安価

機械の構造がオフセット印刷機
とは異なるため、色調の差異が
若干生じる事がある

本生産時と同じ構造の印刷機を
使用するため、本生産時に非常
に近い仕上がり

本生産時と同じ条件で、最小
ロット分を印刷する事になる
ため、金額は割高

他の方式より納期を必要とする
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